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ま
ず
は
か
つ
て
オ
タ
モ

イ
岬
に
存
在
し
た
「
オ
タ

モ
イ
遊
園
地
」
に
つ
い
て

説
明
し
て
お
こ
う
。

　

高
級
料
亭
の
龍
宮
閣
を

中
核
に
、
演
芸
場
、
白
蛇

弁
天
閣
、
弁
天
食
堂
、
海

水
浴
場
な
ど
か
ら
成
る
一

大
レ
ジ
ャ
ー
施
設
で
、
断

崖
絶
壁
に
張
り
付
く
よ
う

に
建
つ
龍
宮
閣
の
圧
巻
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
他
に

例
を
み
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
建
設
資
材
な
ど
は
海

上
か
ら
運
び
上
げ
た
と
い

う
か
ら
、
想
像
を
絶
す
る

難
工
事
だ
っ
た
に
違
い
な

い
。

　

こ
れ
を
手
掛
け
た
の

は
、
愛
知
県
出
身
の
加
藤

秋
太
郎
。
１
９
０
８
（
明

治
41
）
年
に
来
樽
し
た
加

藤
は
、
花
園
町
の
「
蛇
の

目
寿
し
」
の
成
功
で
財
を

成
し
、
巨
額
の
私
財
を
投

じ
て
１
９
３
４（
昭
和
９
）

年
に
完
成
さ
せ
た
。
加
藤

が
こ
れ
ほ
ど
に
情
熱
を
傾

け
た
の
は
、
当
時
の
小
樽

が
「
自
然
の
名
所
に
乏
し

く
、
宿
泊
す
る
だ
け
の
魅

力
が
な
い
」
と
評
さ
れ
て

い
た
こ
と
へ
の
反
発
が
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。

　

加
藤
の
目
論
見
通
り
、

「
オ
タ
モ
イ
遊
園
地
」
は

大
人
気
を
博
し
た
が
、
開

園
後
は
相
次
い
で
不
運
に

見
舞
わ
れ
た
。
豪
雪
や
地

滑
り
と
い
っ
た
自
然
災
害

に
よ
る
施
設
の
損
壊
に
加

え
、
戦
局
の
悪
化
に
伴
う

不
況
が
経
営
を
圧
迫
す
る
。

経
営
権
を
譲
渡
し
た
加
藤

は
、
失
意
の
う
ち
に
小
樽

を
去
り
、
１
９
５
２
（
昭

和
27
）
年
、
龍
宮
閣
は
全

焼
と
い
う
悲
劇
的
な
結
末

を
迎
え
た
の
だ
っ
た
。

　

20
年
に
も
満
た
な
い
短

い
歴
史
で
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
ぶ
ん
「
オ
タ
モ
イ
遊

園
地
」
の
記
憶
は
人
々
の

脳
裏
に
深
く
刻
ま
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
焼
失
後
は
３

度
の
再
開
発
計
画
が
浮
上

し
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も

実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

跡
地
を
含
む
海
岸
は
、

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年

に
ニ
セ
コ
積
丹
小
樽
海
岸

国
定
公
園
に
指
定
。
１
９

７
８
（
昭
和
53
）
年
に
小

樽
市
の
所
有
地
と
な
っ
て

い
る
。

断
崖
絶
壁
に
建
つ
夢
の
楽
園

似
鳥
会
長
の
発
言
が
発
端
に

　

小
樽
観
光
に
新
た
な
目
玉
が
誕
生
す
る
か
も
し
れ
な
い

―
―
。
小
樽
商
工
会
議
所
が
、
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
る

オ
タ
モ
イ
岬
の
「
オ
タ
モ
イ
遊
園
地
」
跡
地
に
大
規
模
な

観
光
施
設
を
建
設
す
る
構
想
を
打
ち
出
し
、
多
方
面
か
ら

注
目
を
集
め
て
い
る
。
発
案
者
は
、
オ
タ
モ
イ
岬
に
強
い

思
い
入
れ
を
持
つ
、
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
似
鳥

昭
雄
会
長
。
計
画
自
体
は
ま
だ
青
写
真
の
段
階
に
さ
え

至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、「
調
査
費
」
と
し
て
５
千
万
円

を
ポ
ン
と
寄
付
し
た
似
鳥
氏
と
い
う
強
力
な
援
軍
を
得

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
夢
の
ビ
ッ
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
具
体
化
に
向
け
て
動
き
出
す
。

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
内
海　

達
志
）

「小樽オタモイ 遊園地」
ニトリが5000万 円寄付！

復活の夢プ ラン

特
集

ゃ
っ
て
、
市
長
に
『
開
発

を
頼
む
よ
』
と
。
そ
の
と

き
は
軽
い
感
じ
の
話
で
は

あ
っ
た
の
で
す
が
、
市
長

か
ら
『
市
で
は
手
を
付
け

に
く
い
の
で
、
民
間
で
何

と
か
な
り
ま
せ
ん
か
』
と

会
頭
に
打
診
が
あ
り
、『
で

は
、
ひ
と
つ
や
っ
て
み
よ

う
か
』
と
な
っ
た
わ
け
で

す
」

　

そ
こ
で
同
会
議
所
は
、

昨
年
６
月
に
勉
強
会
を
ス

タ
ー
ト
。
現
地
視
察
を
行

い
、
過
去
の
資
料
を
調
べ

る
な
ど
し
て
、「
安
全
確

保
の
面
か
ら
、
同
じ
場
所

に
龍
宮
閣
を
再
現
す
る
の

は
難
し
い
が
、
オ
タ
モ
イ

岬
の
駐
車
場
に
施
設
を
建

て
る
な
ら
ば
可
能
」
と
の

見
解
を
ま
と
め
た
。
会
議

所
の
職
員
は
、
こ
の
素
案

を
叩
き
台
に
「
こ
れ
か
ら

ゆ
っ
く
り
進
め
て
い
こ

う
」
と
思
っ
て
い
た
の
だ

　

今
後
の
構
想
に
つ
い
て
、

小
樽
商
工
会
議
所
の
山
﨑

範
夫
専
務
理
事
と
笹
原

馨
・
業
務
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
担
当
課
長
は
、
次
の
よ

う
に
言
う
。

　

山
﨑
氏
は
、

 

「
計
画
の
概
要
と
ま
で
は

い
っ
て
い
な
い
」

　

と
、
前
置
き
し
た
う

え
で
、
こ
う
経
緯
を
話

す
。

 

「
一
昨
年
、
似
鳥
昭

雄
会
長
と
迫
俊
哉
市

長
、
山
本
秀
明
会
頭
が

会
っ
た
際
、
似
鳥
会
長

が
『
昔
、
目
に
し
た
オ

タ
モ
イ
の
景
色
が
印
象

に
残
っ
て
い
る
。
あ
そ

こ
は
素
晴
ら
し
い
か
ら
、

今
で
も
お
客
さ
ん
を
連

れ
て
行
く
』
と
お
っ
し

◀︎急峻な断崖に建つ龍宮閣
　（小樽市総合博物館所蔵）

▲
日
本
海
を
一
望
す
る
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
（
小
樽
市
総
合
博
物
館
所
蔵
）
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